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過去審査資料の確認について

 第1113回審査会合（2023.2.10）で説明した是正処置（専門的な観点によるチェックルールの明確化，審査資料の重要性に係る教
育の実施）を経て，基準地震動の策定に関する以下の審査資料について，資料全体を改めて確認した。

 確認の結果，新規制基準への適合性に関する説明内容に影響はなかったが，第1113回審査会合（2023.2.10）で報告済みの１件
を含む，計９件(１２箇所)の記載を修正した。本資料においては，修正前後の内容を示す。

 また，他に誤字・脱字等を確認した。これらについては誤字・脱字等の正誤表（p.15～16）に示す。

審査項目 確認資料

地下構造 第943回
審査会合
（2021.2.5）

資料１－２－１ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造評価の概要

資料１－２－２ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について（コメント回答）

資料１－２－３ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について（コメント回答）（補足説明資料）

第865回
審査会合
（2020.6.4）

机上配布資料１ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）

プレート間地震 第968回
審査会合
（2021.4.23）

資料１－１ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうちプレート間地震の地震動評価について（コメント回答）

資料１－２ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうちプレート間地震の地震動評価について（コメント回答）（補足説明資料）

海洋プレート内地震 第973回
審査会合
(2021.5.14)

資料１－１ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち海洋プレート内地震の地震動評価について（コメント回答）

資料１－２ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち海洋プレート内地震の地震動評価について（コメント回答）（補足説明資料）

内陸地殻内地震 第1039回
審査会合
（2022.4.11）

資料１－１－１ 東通原子力発電所
内陸地殻内地震のうち検討用地震の設定の概要

資料１－１－２ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち内陸地殻内地震の地震動評価について（コメント回答）

資料１－１－３ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち内陸地殻内地震の地震動評価について（コメント回答）（補足説明資料）

震源を特定せず策定する地震動
（全国共通に考慮すべき地震動）

第1080回
審査会合
（2022.10.7）

資料４－１ 東通原子力発電所
震源を特定せず策定する地震動の評価について（全国共通に考慮すべき地震動）（コメント回答）
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過去審査資料の修正内容

No. 審査項目 修正資料 ページ 修正内容

1 地下構造 第943回
審査会合
（2021.2.5）

資料１－２－２ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について
（コメント回答）

24 コア写真の修正

2-1 34
施設着色の修正

2-2 35

3 51 震央距離の修正

4 66 語句の修正

5 115 震央距離の修正

6 137 検討条件の追記

2-3 資料１－２－３ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について
（コメント回答）（補足説明資料）

40
施設着色の修正

2-4 41

7 57 表層厚さの修正

8

第865回
審査会合
（2020.6.4）

机上配布資料１ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について
（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）

36

コア写真の修正
※第1113回審査会合

（2023.2.10）で報告し
た内容

9
プレート間
地震

第968回
審査会合
（2021.4.23）

資料１－２ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうちプレート間地震の地震動評価について
（コメント回答）（補足説明資料）

9 北緯の修正



3第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.24

No.1

 岩盤分類（風化区分基準）について，「風化区分２」のコア写真として，「風化区分３」のコア写真（O3－5：4.76－4.84ｍ）を貼り付けていた。

 第1113回審査会合（2023.2.10）で報告した新たな資料チェックルールに基づき，専門家によるコア写真と柱状図との確認を行ったところ，風化区分として
適切なコア写真が貼られていないことが分かった。

 地質断面図に示す風化状況の記載は，柱状図の情報に基づき作成していることから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

（誤） （正）



4第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.34

No.2-1

（誤） （正）

左図拡大 左図拡大

 速度層構造の断面位置を示す平面図について，補機取水系施設を常設重大事故等対処施設として着色すべきところ，取水系施設に着色していた。

 平面図は速度層構造の断面位置を示すものであり，断面位置は正しく記載されていることから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。



5第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.35

No.2-2

（誤） （正）

左図拡大 左図拡大

 速度層構造の断面位置を示す平面図について，補機取水系施設を常設重大事故等対処施設として着色すべきところ，取水系施設に着色していた。

 平面図は速度層構造の断面位置を示すものであり，断面位置は正しく記載されていることから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。



6第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－３ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答）（補足説明資料） p.40

No.2-3

（誤） （正）

左図拡大 左図拡大

 速度層構造の断面位置を示す平面図について，補機取水系施設を常設重大事故等対処施設として着色すべきところ，取水系施設に着色していた。

 平面図は速度層構造の断面位置を示すものであり，断面位置は正しく記載されていることから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。



7第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－３ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答）（補足説明資料） p.41

No.2-4

（誤） （正）

左図拡大 左図拡大

 速度層構造の断面位置を示す平面図について，補機取水系施設を常設重大事故等対処施設として着色すべきところ，取水系施設に着色していた。

 平面図は速度層構造の断面位置を示すものであり，断面位置は正しく記載されていることから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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（誤） （正）

139
179
93
93
144
128
245
340
129
268
152
189
276

震央距離の修正

第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.51

No.3

91
131
63
62
129
116
193
319
155
219
174
138
233

 水平アレイ観測記録の検討に用いた地震の諸元のうち震央距離について，誤った数値を記載していた。観測記録諸元表の作成において，検討に用い
た観測記録を選定後，震央距離を追加記載する際，東通の緯度・経度の入力を誤って計算していた。

 震央距離は，検討の算定に用いた値ではなく，参考値として示したものである。また，ここで示している13件の観測記録は，最大加速度振幅（Amax）を
条件として選定した地震であるため，震央距離の修正による変更はない。震央分布図も正しい震央距離で作成しており変更はない。以上のことから，
新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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（誤）

小さく

（正）

大きく

語句の修正

第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.66

No.4

 自由地盤T.P.-82.8mに見られた周期0.5秒程度の卓越に関する分析の説明文章において，「大きく」を「小さく」と誤って記載していた。

 説明文章は，元より「大きく」の意味で記載しており，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。



10第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.115

No.5

（誤）

573

（正）

572

震央距離の修正

 深部地盤モデル作成において，コーダ部H/Vスペクトル比の評価に用いた地震の諸元のうち，1994年10月4日の地震の震央距離について，誤った数値
を記載していた。

 震央分布図の作成及びコーダ部H/Vスペクトル比の評価には震央距離は用いていないこと，当該地震の見かけ入射角は（正）の572kmで算定している
ことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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（正）

SMGA1
tr ：0.08～0.33秒

SMGA2
tr ：0.16～0.66秒

α=0.10～0.40
（0.02刻み）

検討条件の追記

第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答） p.137

No.6

 2008年岩手県沿岸北部の地震の震源モデルの構築に関して，震源パラメータの検討条件の記載漏れがあった。ライズタイムの変動範囲のうち「tr」につ
いてはSMGA1とSMGA2の変動範囲を記載するところ，SMGA2のみの変動範囲を記載していた。

 最適モデルのライズタイムは，（正）の内容のとおりそれぞれの変動範囲で選定されており，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

（誤）

tr ：0.16～0.66秒

α=0.10～0.40
（0.02刻み）
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（誤）

6m

（正）

7m

表層厚さの修正

第943回審査会合（2021.2.5）
資料１－２－３ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答）（補足説明資料） p.57

No.7

 敷地内臨時高密度観測による観測記録を用いた検討において，各観測点の表層厚さ（標高から第四系基底面の高さを引いた値）のうち，No.12観測点
の表層厚さについて，誤った数値を記載していた。

 各観測点の表層厚さは，基準化スペクトルと微動H/Vスペクトルの計算に用いておらず，参考値として示したものであることから，新規制基準への適合
性に対する説明内容に影響は無い。
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O3－２孔

（誤） （正）

 O3－２孔の深度210～225mに，深度200～215mのコア写真が貼られていた。

 ボーリング柱状図は正しく貼られており，コア写真の説明記事は正しく記載されていた。

 地質断面図等の審査の判断に影響するデータは柱状図の情報に基づき作成することから，新規制基準への適合性に対する説明内
容に影響は無い。

誤りの範囲 正しい写真

200 〜215m
に貼られるべき写真

対応する写真

コア写真の説明記事

210m

225m

第865回審査会合（2020.6.4）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 基準地震動策定のうち地下構造の評価について

（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真） p.36

No.8

（第1113回審査会合（2023.2.10）にて
報告した内容）
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（誤）

（正）

6.23

6.21

北緯の修正

第968回審査会合（2021.4.23）
資料１－２ 東通原子力発電所 基準地震動の策定のうちプレート間地震の地震動評価について
（コメント回答） （補足説明資料） p.9

No.9

 敷地で観測された主な地震として示した地震のうち，No.4の地震（2011.3.11）の北緯について，誤った数値を記載していた。

 震央分布図の作成及び震央距離の算定は（正）の北緯38°6.21′で行っている。また，誤った座標を用いた検討や評価は行っていないため，新規制基
準への適合性に対する説明内容に影響は無い。



15

審査項目 修正資料 ページ 概要 誤 正

地下構造 第943回
審査会合
（2021.2.5）

資料１－２－２ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について
（コメント回答）

20,21 用語の整合 建屋設置位置 原子炉建屋設置位置

56,57 ページ誤り 伝達関数をp.102に記載 伝達関数をp.106に記載

68 ページ誤り 58地震(p.49)とする。 58地震(p.54)とする。

75 脱字 スペクトル密度 スペクトル密度比

103 ページ誤り p.98の図に対応する p.102の図に対応する

106 ページ誤り p.52及びp.53に記載 p.56及びp.57に記載

113 ページ誤り 文献はp.118に記載 文献はp.122に記載

117 ページ誤り 文献はp.116に記載 文献はp.122に記載

142 ページ誤り 補足説明資料p.68～71 補足説明資料p.76～79

149 文献（３．4）表記誤り Keirri Aki Keiiti Aki

150 文献（５．8）表記誤り William J. Luding William J. Ludwig

資料１－２－３ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について
（コメント回答）（補足説明資料）

51 文献表記誤り 池浦(2008) 池浦(2009)

52 ページ誤り 本資料p.90より抜粋 本資料p.96より抜粋

54 ページ誤り 本資料p.41再掲 本資料p.46再掲

第865回
審査会合
（2020.6.4）

机上配布資料１ 東通原子力発電所
基準地震動策定のうち地下構造の評価について
（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）

1 目次の記載誤り
(ボーリング掘進長)

205.0(m) 220.0(m)

プレート間
地震

第968回
審査会合
（2021.4.23）

資料１－１ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうちプレート間地震の地震
動評価について（コメント回答）

1 会合回数表記誤り 第934回審査会合 第943回審査会合

71 図タイトルの誤り 基本ケース 不確かさケース

78 用語の誤り 検討対象地震の選定 検討用地震の選定

81 文献（４．6）表記誤り 「日本海溝・千島海溝周辺
海溝型地震に関する専門
調査会」(第５回)

「日本海溝・千島海溝周辺
海溝型地震に関する専門
調査会」(第７回)

資料１－２ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうちプレート間地震の地震
動評価について（コメント回答）（補足説明資料）

1 会合回数表記誤り 第934回審査会合 第943回審査会合

16 ページ誤り 資料1 p.33より引用 資料1 p.35より引用

17～22 脱字 検討用いた主な観測記録 検討に用いた主な観測記
録

誤字・脱字等の正誤表（１）
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誤字・脱字等の正誤表（２）

審査項目 修正資料 ページ 概要 誤 正

海洋プレート
内地震

第973回
審査会合
(2021.5.14)

資料１－１ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち海洋プレート内地震の
地震動評価について（コメント回答）

64 用語の誤り 北海道で発生した下面の
地震の最大規模は，1994
年北海道東方沖地震
(M8.2)

北海道で発生した沖合の
やや浅い地震の最大規模
は，1994年北海道東方沖
地震(M8.2)

112 凡例の誤り 標準準偏差 標準偏差

128 文献（３．8）表記誤り Koauga Kosuga

文献（３．13）表記誤り Cosismic Coseismic

129 文献（３．23）表記誤り beneth beneath

130 文献（４．13）表記誤り Sesimological Seismological

内陸地殻内
地震

第1039回
審査会合
（2022.4.11）

資料１－１－２ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち内陸地殻内地震の地震
動評価について（コメント回答）

77,79 用語の誤り KiK-net港町 K-NET港町

82 文献（５．16,17,22）表記誤り Earthqauke Earthquake

文献（５．17）表記誤り Compornet Component

文献（５．18）表記誤り A NGA An NGA

文献（５．19）表記誤り Record Recorded

資料１－１－３ 東通原子力発電所
基準地震動の策定のうち内陸地殻内地震の地震
動評価について（コメント回答）（補足説明資料）

39 文献（３．3,4,9）表記誤り Earthqauke Earthquake

文献（３．4）表記誤り Compornent Component

40 文献（３．26）表記誤り Structual Structural

文献（３．29）表記誤り Displacemnet Displacement

震源を特定
せず策定す
る地震動（全
国共通に考
慮すべき地
震動）

第1080回
審査会合
（2022.10.7）

資料４－１ 東通原子力発電所
震源を特定せず策定する地震動の評価について
（全国共通に考慮すべき地震動）（コメント回答）

4 目次の記載誤り 地震動価として採用する地
震動

地震動の評価結果


